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研究成果の概要（和文）： 
認知症高齢者は転倒を繰り返しており、高齢者施設の重要な課題となっている。本研究は EBN

に基づいた認知症高齢者のための日本型リスクマネジメントの開発と理論化を目的とした。高

齢者施設を対象に実施した全国調査結果から転倒リスクアセスメントツールの使用が転倒リス

クマネジメント、特にケアプランの立案に有意な関連のあることが明らかになった。また、認

知症高齢者の転倒リスクアセスメント項目は認知症の行動・心理症状(BPSD）に関連した 3 因

子 10 項目であることを明らかにした。さらに、老人保健施設の看護師・介護士とともに転倒

予防のアクションリサーチ研究に 1 年間取り組んだ。以上から、日本型転倒リスクマネジメン

トとしては転倒を予測するための転倒リスクアセスメントと転倒後の事故報告分析の両側面か

らのアプローチが有効であること、また認知症高齢者の視点を結合させた転倒リスクマネジメ

ントモデルを構築する必要性が明らかになった。 
研究成果の概要（英文）： 
The elderly people with dementia who had repeated accidental falls, and the fall becomes 
the important concern of geriatric care institution.  This study was to arm development 
and theorization of Japanese type risk management for elderly people with dementia based 
on Evidenced Based Nursing (EBN). We determined the usage or non-usage of the fall risk 
assessment tool and association with the enforcement of the fall risk management to grasp 
the situation of the fall risk management in elderly people institutions of the whole country.  
Furthermore, the fall risk of elderly people with dementia found that ten items associated 
with behavioral and psychological symptoms of dementia (BPSD) were significantly related 
to falls. We analyzed that the approach from fall risk assessment and both sides of the 
accident report analysis after the fall to predict a viewpoint and the fall from the situation 
of elderly people with dementia as type of fall risk management in Japan was effective and 
examined fall risk management models. 
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１．研究開始当初の背景 

転倒は老年症候群(Geriatric syndrome)の
一つであり、骨折や寝たきりなどを引き起こ
すばかりでなく、近年では医療訴訟の深刻な
課題ともなっている。認知症を有する高齢患
者の症状には、記憶障害や見当識障害などの
中核症状と、徘徊やせん妄、焦燥などの周辺
症状の２種類がある。周辺症状は、近年、認
知症の行動・心理症状（Behavioral and 
psychological symptoms of dementia: 
BPSD)と呼ばれており、認知症高齢者にとっ
てもっとも危険な転倒リスクとなる
（Moreland,2003）。わが国の認知症高齢者の
転倒に着目した北川・中島ら(1997)は、転倒
の反復性を特徴づける認知症の障害像と認
知症の進行の時間的関係に注目する必要性
を報告した。欧米の高齢者施設入所者に対す
るケア介入研究では、拘束を含んだ介入
(Ray,1997)、理学療法を組んだ介入
(Mulrow,1994; Whitehead, 2003)はあるが、
転倒率の有意な減少までの効果は得られて
いない。わが国では島田ら(2004)の老年医学
研究が転倒リスクマネジャー1 名を老人保健
施設に導入し介入研究に取り組んだが、転倒
の減少までは至っておらず、また看護学の視
点はみられない。同時に認知症の症状のどの
部分が転倒と関連しているのかは実証され
ておらず、認知症高齢者の特有の症状に着目
した転倒予防介入の報告はない。認知症高齢
者の転倒は認知症以外の移動障害や排泄障
害、認知症の中核症状の悪化、環境、ケア過
程での認知症の BPSD(行動・心理症状)の変
化が複雑に絡み合い転倒を引き起こしてい
るが、予防方法が実証されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的：本研究は“身体拘束の廃止”
を前提に、認知症高齢者の尊厳を支えるため
の“自立支援”“その人らしいあり方”など
わが国で培ってきた認知症高齢者のケアの
質を保証し、Evidenced Based Nursing に基
づいた日本型リスクマネジメントの開発と
有効性の実証、理論化を行う。具体的には、
介護保険施設の臨床看護師と協働して(1)認
知症高齢者の転倒を予測する認知症高齢者
用転倒リスクアセスメントツールの開発、(2)
転倒予防のための認知症特有の症状に対す
る看護介入方法の開発、(3)認知症高齢者の転
倒リスク感性を磨く転倒リスク予知トレー
ニングの開発、(4)認知症高齢者のためのエプ
ロン型ヒッププロテクターの開発を目指す
実証研究から Evidenced Based Nursing を
構築し、認知症高齢者のための日本型リスク

マネジメントの開発と理論化を行う。欧米型
のリスクマネジメントはリスクマネジャー
によるインシデントレポートを中心とした
リスク管理業務と医療紛争の対応であり、認
知症高齢者に対する転倒予防の根本的解決
に至っていない。（参考文献：中島和江、児
玉安司、ヘルスリスクマネジメント,医学書
院,2004) 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３．研究の方法 
（１）転倒予防に関する文献レビュー 
 英語論文の検索は 2009 年 3 月に医学中央
雑誌、Pubmed、CINAHL を用いて検索した。
Pubmed、CINAHL の検索のキーワードは
「fall prevention ＆intervention＆
Elderly」とした。医学中央雑誌では「転倒予
防＆高齢者」を検索した。なお、論文の抽出
に関しては高橋ら（2007）の報告を参考に下
記の６つの適格基準に基づき、該当する論文
のみを選択した。 
（２）転倒予防に関する文献レビュー 
研究方法：高齢者施設における多因子予防介
入に関連した研究論文 16 編から、認知高齢
者を対象とする転倒予防の効果的な介入研
究方法を検討した。 
研究成果：認知症高齢者に対する転倒予防介
入看護研究モデルのポイントを以下に示し
た。 
① 認知症高齢者の状況に適した転倒リスク

アセスメント 
② 転倒リスクとさらに詳細なリスク関連し

た心身のフィジカルアセスメント、転倒
リスクに関連したエビデンスにもとづく
介入方法 

③ 介入期間は最低３ヶ月以上、観察期間も
含めると１年間程度 

④ ケアスタッフに対する転倒予防に関する
研修 



⑤ 老年看護・認知症を専門とした看護師に
よる継続した転倒予防のコンサルテーシ
ョン 

⑥ 医師、理学療法士など転倒リスクに合わ
せた多職種による転倒予防介入 

⑦ 転倒予防に関する効果分析、転倒予防を
最大限改善する個人的要因の分析 

⑧ 効果的に介入を実践するためのケアシス
テム（plan-do-see システムの強化）の
構築 

⑨ 転倒者に対する再転倒予防システムの強
化 

今後の課題は、認知症高齢者の転倒予防ケ
アシステムやケア基準などを詳細に記載し、
多因子介入方法の場合には、その介入方法が
効果的であるのかは難しいが、看護研究とし
て対象者の選択方法、ケア介入の再現性など
についてを検討することである。 
（３）転倒リスクマネジメントに関する全国
調査 
転倒リスクアセスメントツールがどのよう
に転倒リスクマネジメントに有効であるか
を明らかにすることを目的とした。 
研究方法：2008 年 5 月～6月に全国の老人福
祉施設、老人保健施設、療養型病床群の 4,032
施設を対象にアンケートを実施した。アンケ
ート回収の結果、最終的には 1,340 施設（回
答率 33.2%）を対象とした。老人福祉施設、
老人保健施設および療養型病床群の３群と
全施設に分けて、転倒リスクアセスメントツ
ールの使用有無とそれぞれの転倒リスクマ
ネジメントの各項目間の関係を明らかにす
るためにχ2検定を用いて分析した。 
研究成果：転倒リスクマネジメント 19 項目
のうち全施設では転倒リスクアセスメント
使用している群（使用群）は 16 項目におい
て有意に高かった。老人福祉施設では使用群
はケアプランに関する９項目のうち７項目
で有意に高い結果となった。老人保健施設で
は使用群が「定期的な転倒リスクのチェッ
ク」をはじめとした５項目で有意に高い結果
となった。療養型病床群では使用群が「定期
的な転倒リスクのチェック」や「転倒リスク
の記録」ケアプランに関する７項目、記録に
関する項目で有意に高い結果となった。以上
から転倒リスクアセスメントツールの使用
が転倒リスクマネジメント、特にケアプラン
の立案に有意な関連のあることが明らかに
なった。しかしながら、転倒事故発生後のケ
アプランの修正などが他の項目と比べて低
く、転倒リスクマネジメントシステムについ
てさらなる取り組みが必要である。 
（４）認知症高齢者の転倒リスクアセスメン
ト項目の検討 
認知症高齢者の転倒リスク項目を作成し

て、実際に転倒リスクアセスメントツールと
して有効であるか信頼性・妥当性を検証する。 

研究方法：A.平成 19 年 10 月～平成 20 年 3
月に老人性認知症疾患治療病棟、介護療養型
老人性認知症疾患療養病棟、精神科病棟入院
の全患者(199 名)を対象に実施した。 
B. 平成 20 年 6 月 31 日～10 月 31 日の精神
科病院認知症病棟入院患者のうち家族から
研究協力が得られた患者を対象者とし、転倒
した場合に転倒・転落事故報告書を作成した。
転倒・転落事故報告書とベースライン調査の
データをリンクさせ、転倒リスクアセスメン
トツールの項目を検討した。転倒と有意な関
係のあった項目は Behave-ADの「行動障害」、
「攻撃性」であった(p<0.05)。その他の項目
に関しては、有意な関連が得られなかったが、
次の認知症高齢者の特有な症状に着目した
転倒リスクアセスメントの項目の必要性が
示唆された。 
 
（５）認知症高齢者の転倒予防関連行動の明
確化 
  認知症高齢者の転倒の特徴として、焦燥
や徘徊などの BPSD（認知症の行動・心理症
状）が転倒を引き起こす主な原因となってい
る。認知症高齢者の看護を専門とした看護師
および研究者が集まって認知症高齢者の転
倒を引き起こしやすい行動（転倒予防予測行
動）を分類した。最初は 16 項目を作成し、1
年後の転倒と有意な関連のある項目は 10 項
目であった。因子分析の結果、第一因子が焦
燥、第二因子が判断力の低下と車椅子使用に
関する行動、第三因子は感情・意識の変化に
関する項目であり、行動を引き起こす要因も
含めてアセスメントする必要が明らかにな
った。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（６）転倒予防介入研究 
 転倒や骨折の発生率を減少させることを
目的に、老人保健施設においてアクションリ
サーチ法を用いた転倒予防介入を実施した。 
研究方法：【対象者のベースライン調査】平
成 20 年 6 月～7 月に入所者とケアスタッフ
に対して以下の調査を行う。①入所者の ADL
および転倒リスク評価：担当の看護師・ 介
護士が Mini-mental State Examination 
(MMSE)、ADL、転倒リスク評価などのスケ
ールを用いて評価。②ケアスタッフに対する



アンケート：自己効力感と認知症のパーソ
ン・センタード・ケアに関するアンケートを
実施。【転倒予防介入】平成 20 年 6 月～平成
21年 7月: ①転倒予防に関する教育研修を実
施。認知症高齢者のパーソン・センタード・
ケア、転倒リスクマネジメント、危険予知ト
レーニングなど実施した。②転倒事例検討
会：転倒を繰り返す高齢者を分析、ケアプラ
ンの再検討をおこなった。 
図：転倒リスクマネジメント介入モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

具体的には下記のような介入のスケジュ
ールで転倒予防のスタッフ研修を実施した。  
 
図：転倒予防介入の実際 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【介入中の転倒・骨折の発生頻度】入所者が
転倒した場合、看護師・介護士に転倒報告書
を提出してもらい、転倒・転倒による外傷を
把握した。 
【結果】介入群とコントロール群に分けて分
析したところ１年間の転倒件数は 72 回(1～
4)と 90 回(1～12)、転倒者数は 23 名(42.6%) 
と 27 名（54.0%)、外傷は 23.6% と 33.5% 、
と介入群は僅かに低かったが有意な差は見
られなかった。しかし、ケアスタッフの転倒
予防に関する有能感がベースライン 2.79(±
1.02)に比べ 3.17(±0.88)と有意に改善した
(p<0.05)。 
 １年間のアクションリサーチ研究では十
分な成果をあることができなかったが、僅か

に転倒件数は低下しており、今後も継続する
必要がある。 
 
４．研究成果 
（１）認知症高齢者の転倒リスクアセスメン
トの開発と理論化 
 認知症高齢者の転倒につながる認知症の
行動・心理症状(BPSD)は認知症高齢者の立場
からのアプローチが十分でないことによる
ストレスなどが原因となることが多い。認知
症高齢者の日本型転倒リスクマネジメント
としては、これらの認知症の本人の視点から
の根本的原因を明らかにする必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

さらに、日本型転倒リスクマネジメントと
しては転倒を予測するための転倒リスクア
セスメントと転倒後の事故事例分析の両側
面からのアプローチが必要となる。特に、事
故事例分析では、確実な分析を行い、改善策
検討の実施につなげる必要がある。下記の図
のように認知症高齢者の視点を結合させて
構築する必要があることが明らかになった。
今後さらに、これらの内容を統合させて認知
症高齢者の日本型転倒リスクマネジメント
の理論化を進める予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）その他 
ヒッププロテクターに関しては、着脱性や

デザイン性、経済性などを考慮した新型を作
成中であり、今後、実用化を検討する。教材
に関しては KYT（危険予知トレーニング）、メ
ィカルフットケア、転倒リスクマネジメント、



認知症高齢者のパーソン・センタード・ケア
などのパワーポイント教材、演習教材などを
作成した。 
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